
 

日出茶屋（愛 Café）に参加して 

 

樺 亜由美 

入所者のみなさまに卒業のご挨拶のため、日出茶屋（愛Café）に参加させて頂きました。 

入所者の方が温かく見守ってくださり、ご支援をしていただけたことで、今の私たちがあることを 

お伝えすることができました。 

日出茶屋には 1 年生の時にも参加させて頂きましたが、その時は入所者のみなさまと何を話したらいいの

か、ただ頷くのみでした。しかし 2 年たった今、入所者のみなさまに自ら声をかけコミュニケーションを 

行うことで、過去の施策により様々な経験をしていたことを聞くことができました。今まで学んだ、 

ハンセン病のことが走馬灯のように頭の中によみがえり、改めて倫理や尊厳について考えることができまし

た。 

今回の日出茶屋には、「今日は、学生が来るから参加する。」と言い、参加してくださった入所者の方も 

いらっしゃいました。支えていただいた入所者のみなさまに、お礼と共に卒業のご挨拶をすることができ、

温かい時間を過ごすことができました。 

長島愛生園で学んだこと、入所者のみなさまとの出会いを忘れずに、常に倫理や尊厳の意義について考え

続けたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 


